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〈
１
面
よ
り
〉

※
２
０
２
０
年
と
２
０
４
０
年

の
比
較

○
２
０
３
０
年
に
は
、
約
34
％

の
物
流
の
輸
送
力
不
足
が
想
定

（
う
ち
約
14
％
は
「
２
０
２
４

年
問
題
」
へ
の
対
応
で
概
ね
克

服
）

出
典
：
国
土
交
通
省
「
総
合
物

流
施
策
大
綱
（
２
０
２
６
年
度

～
２
０
３
０
年
度
）
」

［
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
］

○
今
後
10
年
で
建
設
後
50
年
以

上
経
過
す
る
橋
梁
は
、
全
国
で

約
12
万
橋
増
加

出
典
：
国
土
交
通
省
「
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
」

（
２
０
２
６
年
８
月
）

※
２
０
２
６
年
と
２
０
３
６
年

の
比
較

○
約
25
％
の
市
区
町
村
で
は
、

技
術
系
職
員
が
０
人

出
典
：
総
務
省
「
地
方
公
共
団

体
定
員
管
理
調
査
結
果
」
（
令

和
７
年
）
よ
り
国
土
交
通
省
作

成※
２
０
２
５
年
４
月
１
日
時
点

の
値

［
地
域
安
全
保
障
］

○
全
国
の
「
交
通
空
白
」
地
区

は
２
，
７
４
０
地
区
（
１
，

７
２
０
万
人
が
居
住
）

出
典
：
国
土
交
通
省
「
「
交
通

空
白
」
解
消
に
向
け
た
取
組
方

針
２
０
２
６
」

※
２
０
２
６
年
５
月
15
日
時
点

○
食
料
品
ア
ク
セ
ス
困
難
人
口

は
全
国
で
９
０
４
万
人
と
推
計

出
典
：
農
林
水
産
省

「
２
０
２
０
年
食
料
品
ア
ク
セ

ス
困
難
人
口
の
推
計
結
果
」

※
２
０
２
０
年
の
値

〈
技
術
革
新
〉

［
Ａ
Ｉ
の
爆
発
的
進
展
］

○
世
界
の
生
成
Ａ
Ｉ
市
場
規
模

は
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
３
０

年
で
約
30
倍
に
拡
大
の
予
想

出
典
：
総
務
省
「
令
和
７
年
版

情
報
通
信
白
書
」
（
原
典
：
Ｓ

ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
を
基
に
作

成
）

○
Ａ
Ｉ
の
性
能
向
上
に
必
要
不

可
欠
な
要
素
で
あ
る
パ
ラ
メ
ー

タ
数
は
、
２
０
１
８
年
頃
か
ら

「
桁
違
い
」
に
拡
大

出
典
：
国
土
交
通
省
「
次
世

代
Ｉ
Ｔ
Ｓ
検
討

会
」
（
原
典
：
Ｓ

ｔ
ａ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ

ｄ 

Ｈ
Ａ
Ｉ
「
Ａ

Ｉ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ 

Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ 

２
０
２
６
」
）

○
日
本
に
お
け
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用

率
は
約
59
％
（
２

年
で
、
約
６
倍
に

増
加
）

出
典
：
総
務
省

「
令
和
８
年
版
情

報
通
信
白
書
」

※
２
０
２
５
年
度

の
値

［
自
動
運
転
の
本

格
実
装
］

○
米
国
や
中
国
で

は
、
国
内
各
都
市

で
自
動
運
転
タ
ク

シ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

展
開

出
典
：
国
土
交
通

省
自
動
運
転
社
会

実
現
本
部
資
料

○
日
本
国
内
で

は
、
２
０
２
７
年

度
に
も
Ａ
Ｉ
ベ
ー

ス
の
自
動
運
転
車

が
販
売
予
定

出
典
：
国
土
交
通

省
自
動
運
転
社
会

実
現
本
部
資
料

○
日
本
国
内
で
、

２
０
３
０
年
度
に

は
自
動
運
転
サ

ー
ビ
ス
車
両
を

１
０
，
０
０
０
台
に
す
る
目
標

出
典
：
国
土
交
通
省
「
第
３
次

交
通
政
策
基
本
計
画
」

〈
新
た
な
社
会
的
要
請
〉

［
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
貌
］

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
保
有
割

合
は
９
割
を
超
え
、
テ
レ
ビ
の

保
有
割
合
を
上
回
る

出
典
：
総
務
省
「
令
和
７
年
通

信
利
用
動
向
調
査
」

※
２
０
２
５
年
の
値

○
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利

用
世
帯
の
割
合
は
、
こ
こ
10
年

で
約
２
倍
に
増
加

出
典
：
総
務
省
「
２
０
２
５
年

家
計
消
費
状
況
調
査
」

※
２
０
１
５
年
と
２
０
２
５
年

の
比
較

○
首
都
圏
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施

率
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
約

10
ポ
イ
ン
ト
増
加

出
典
：
国
土
交
通
省
「
令
和
７

年
度
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
実
態
調

査
」

※
２
０
１
９
年
と
２
０
２
５
年

の
比
較

○
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
会
員

数
は
、
こ
こ
10
年
で
約
６
倍
に

増
加

出
典
：
公
益
財
団
法
人
交
通
エ

コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団

資
料

※
２
０
１
６
年
と
２
０
２
６
年

の
比
較

［
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
挑

戦
］

○
日
本
政
府
は
、
２
０
３
０
年

温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
目
標
を
設
定

出
典
：
内
閣
官
房
・
環
境
省
・

経
済
産
業
省
「
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
」
（
令
和
７
年
２
月
）

○
世
界
的
な
目
標
と
し
て
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
生
物
多
様

性
の
損
失
を
止
め
、
回
復
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
を
目
指
す
（
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）

出
典
：
環
境
省
「
昆
明
・
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠

組
」
（
２
０
２
２
年
12
月
）

《
２
．
道
路
の
機
能
》

〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能　

～
人

・
地
域
を
つ
な
ぐ
～
〉

　

道
路
は
人
や
地
域
を
相
互
に

つ
な
ぎ
、
日
常
生
活
や
観
光
等

の
人
の
移
動
と
生
活
物
資
や
農

林
水
産
品
、
工
業
製
品
等
の
モ

ノ
の
輸
送
を
支
え
る
。

〈
空
間
機
能　

～
地
域
・
ま
ち

を
創
る
～
〉

　

道
路
は
、
地
域
・
ま
ち
の
骨

格
を
つ
く
り
、
環
境
・
景
観
を

形
成
し
、
日
々
の
暮
ら
し
や
経

済
活
動
等
を
支
え
る
環
境
を
創

出
す
る
。・

・
・
・
・

　

国
民
生
活
に
密
接
な
「
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
道
路
空
間
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
を
最
大
限
発

揮
さ
せ
て
、
国
家
的
な
危
機
の

克
服
や
新
た
な
社
会
的
要
請
へ

の
対
応
に
貢
献
す
る
。

《
３
．
目
指
す
社
会
像
》

　

目
指
す
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

２
０
５
０
」
や
「
第
１
次
国
土

強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
等
を

推
進
し
、
災
害
に
強
く
、
世
界

水
準
の
賢
く
・
安
全
で
・
持
続

可
能
な
国
土
の
基
盤
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
。

○
災
害
脆
弱
性
と
イ
ン
フ
ラ
老

朽
化
を
克
服
し
た
安
全
・
安
心

な
社
会

○
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行
き
交

う
こ
と
で
活
力
を
生
み
出
す
社

会○
時
代
の
潮
流
に
適
応
し
た
ス

マ
ー
ト
な
社
会

○
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の
あ
る

地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る
社
会

※
前
記
の
ほ
か
、
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
６
」
（
令
和
８
年
７
月

21
日
閣
議
決
定
）
、
「
地
域
未

来
戦
略
」
（
令
和
８
年
７
月
21

日
閣
議
決
定
）
、
「
日
本
成
長

戦
略
」
（
令
和
８
年
７
月
21
日

閣
議
決
定
）
、
「
国
土
形
成
計

画
（
全
国
計
画
）
」
（
令
和
５

年
７
月
28
日
閣
議
決
定
）
、

「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」

（
令
和
５
年
７
月
28
日
閣
議
決

定
）
等
を
ふ
ま
え
、
道
路
施
策

を
推
進

【
要
求
概
要
】

《
「
強
く
豊
か
な
日
本
」
投
資

枠
に
つ
い
て
》

　

「
令
和
９
年
度
予
算
の
概
算

要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針
に
つ
い
て
」
（
令
和
８
年

７
月
30
日
閣
議
了
解
）
に
従

い
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
６
」
等
に

基
づ
き
、
危
機
管
理
投
資
・
成

長
投
資
を
は
じ
め
、
国
内
投
資

を
通
じ
た
潜
在
成
長
率
の
引
上

げ
に
つ
な
が
る
施
策
を
予
見
可

能
性
を
持
っ
て
実
施
す
る
た
め

の
政
策
に
つ
い
て
、
以
下
を
要

望
す
る
。

○
日
本
成
長
戦
略 

防
災
・
国

土
強
靱
化
（
第
１
次
国
土
強
靱

化
実
施
中
期
計
画
分
）事

項
要
求

　

気
候
変
動
に
伴
い
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
気
象
災
害
、
切
迫

す
る
大
規
模
地
震
や
急
速
に
進

む
施
設
の
老
朽
化
等
に
対
応
す

る
べ
く
、
災
害
に
強
い
国
土
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
構

築
す
る
た
め
、
令
和
７
年
６
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
１
次

国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」

を
踏
ま
え
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
老
朽
化
対

策
等
の
抜
本
的
な
対
策
を
含
め

て
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
組
の
加
速
化
・
深
化
を

図
る
。

○
日
本
成
長
戦
略
17
の
戦
略
分

野
関
係
（
第
１
次
国
土
強
靱
化

実
施
中
期
計
画
分
を
除
く
）

要
望
額
：
１
９
８
億
円

　

官
民
投
資
を
優
先
的
に
支
援

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
、
自
動
運
転
技
術
、
次
世
代

型
太
陽
電
池
、
防
災
技
術
等
の

「
主
要
な
製
品
・
技
術
等
」
へ

の
投
資
や
技
術
開
発
、
導
入
促

進
に
よ
る
需
要
・
市
場
創
出
を

道
路
分
野
と
し
て
実
施
す
る
。

○
地
域
未
来
戦
略 

戦
略
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
等
関
係

事
項
要
求

　

戦
略
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
る
、
産
業
拠

点
と
空
港
、
港
湾
、
物
流
拠
点

等
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
を
推
進
し
、
企
業
立
地
や
設

備
投
資
の
促
進
、
物
流
効
率
化

等
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
成

長
戦
略
に
お
け
る
17
の
戦
略
分

野
に
関
連
す
る
企
業
の
大
規
模

投
資
を
起
点
と
し
た
官
民
投
資

を
呼
び
込
み
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
我
が
国

経
済
全
体
の
成
長
に
貢
献
す

る
。

○
地
域
未
来
戦
略 

政
府
が
講

ず
べ
き
本
戦
略
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
（
戦

略
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
等
分

を
除
く
）

要
望
額
：
５
，
８
０
０
億
円

　

地
域
未
来
戦
略
が
目
指
す

「
強
い
地
域
経
済
の
構
築
」
と

と
も
に
、
「
豊
か
な
生
活
環

境
」
や
「
選
ば
れ
る
地
方
」
の

実
現
の
た
め
に
、
高
規
格
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進
、

道
路
交
通
環
境
の
整
備
推
進
、

「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
の

推
進
等
を
加
速
化
す
る
。

※
前
記
の
ほ
か
、
現
在
実
施
し

て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
利
用

す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対

す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
最

大
割
引
率
の
拡
充
措
置
（
40
％

→
50
％
）
の
効
果
を
検
証
し
つ

つ
、
措
置
の
必
要
性
等
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

前
記
の
取
組
を
着
実
に
進
め

る
た
め
、
国
土
交
通
省
の
職
員

が
働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ
を

両
立
し
な
が
ら
成
長
で
き
る
職

場
の
実
現
に
向
け
て
、
快
適
な

勤
務
環
境
の
実
現
を
含
む
「
組

織
変
革
（
Ｃ
Ｘ
：
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ

ｒ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
」
を
推
進

す
る
。

【
主
要
施
策
の
基
本
方
針
】

《
基
本
方
針
１
》

〈
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
推
進　

～
自
然
災
害
の
脅
威

か
ら
、
国
民
の
暮
ら
し
と
経
済

の
基
盤
を
堅
持
～
〉

　

近
年
頻
発
・
激
甚
化
す
る
気

象
災
害
や
大
規
模
地
震
へ
の
対

応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

被
災
後
、
早
期
に
一
般
車
両

の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
避

難
や
復
旧
活
動
等
を
支
え
る
取

組
や
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

《
基
本
方
針
２
》

〈
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

へ
の
本
格
転
換　

～
戦
略
的
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
、
道
路
イ
ン

フ
ラ
を
将
来
世
代
へ
継
承
～
〉

　

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
へ
の

対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

不
具
合
が
発
生
す
る
前
に
修

繕
を
行
う
予
防
保
全
型
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
切
り
替
え
、
新
技
術

の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ
り
、

限
ら
れ
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
中

で
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
維

持
管
理
を
実
現
し
、
良
好
な
イ

ン
フ
ラ
を
将
来
世
代
に
継
承
し

て
い
く
。

《
基
本
方
針
３
》

〈
強
い
経
済
と
豊
か
な
生
活
の

基
盤
と
な
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
拠
点
の
整
備　

～
国
土
を

フ
ル
稼
働
し
、
持
続
可
能
で
活

力
あ
る
日
本
列
島
を
実
現
～
〉

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、

強
い
経
済
と
豊
か
な
生
活
を
実

現
す
る
に
は
労
働
生
産
性
の
向

上
は
必
須
で
あ
る
。

　

高
速
か
つ
安
全
に
移
動
で
き

る
高
規
格
道
路
の
整
備
や
機
能

強
化
、
交
通
拠
点
の
整
備
に
よ

る
モ
ー
ダ
ル
コ
ネ
ク
ト
（
道
路

と
多
様
な
交
通
手
段
と
の
連

携
）
の
強
化
、
渋
滞
対
策
や
物

流
支
援
等
の
取
組
を
推
進
し
て

い
く
。

《
基
本
方
針
４
》

〈
道
路
分
野
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
の
推
進　

～
自
然
と
の

共
生
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
も
の

に
し
て
、
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現

を
先
導
～
〉

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
目
標
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
達
成
に
む

け
、
道
路
の
脱
炭
素
化
、
人
間

と
動
物
が
共
生
し
た
道
路
づ
く

り
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

《
基
本
方
針
５
》

〈
自
動
運
転
社
会
の
実
現
と
道

路
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ　

～
自
動

運
転
や
Ａ
Ｉ
技
術
を
先
取
り

し
、
夢
見
た
未
来
社
会
を
現
実

に
～
〉

　

人
口
減
少
に
よ
る
技
術
者
不

足
や
新
た
な
技
術
革
新
に
対
応

す
る
に
は
、
道
路
分
野
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。

　

道
路
調
査
・
工
事
・
維
持
管

理
等
の
高
度
化
・
効
率
化
を
図

る
Ｄ
Ｘ
の
取
組
「
ｘ
Ｒ
Ｏ
Ａ

Ｄ
」
や
自
動
運
転
の
社
会
実
装

に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
し

て
い
く
。

《
基
本
方
針
６
》

〈
道
路
空
間
の
安
全
・
安
心
や

賑
わ
い
の
創
出　

～
魅
力
あ
ふ

れ
る
道
路
空
間
か
ら
、
人
々
の

幸
せ
に
つ
な
が
る
価
値
を
生
み

出
す
～
〉

　

少
子
高
齢
化
社
会
な
ど
の
様

々
な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
多

様
化
し
て
い
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ

の
対
応
や
地
域
の
賑
わ
い
創
出

な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

「道の駅」第65回登録「道の駅」第65回登録 ３駅が登録され、
全国で１，２３４駅に！

新たに「道の駅」に登録する箇所一覧

都道府県 申請者 駅名 設置箇所 路線名 道路種別 整備手法
オープン 

予定

1 神奈川県 松田町
やどりきテラス 

清流の里

神奈川県足柄上郡 

松田町寄3415番地

県道 

神縄神山
県道 単独 令和8年度

2 兵庫県 丹波篠山市
こんだ温泉 

ぬくもりの郷

兵庫県丹波篠山市今田町 

今田新田21番地10

市道 

今田新道線
市道 一体 令和8年度

3 熊本県 天草市
くらたけ天草戦国 

ミュージアム

熊本県天草市倉岳町 

棚底1619番2号

一般国道 

266号
補助国道 単独

令和8年 

11月22日

注） 「道の駅」の整備手法には、道路管理者と市町村等で整備する「一体型」と市町村等で全て整備を行う「単独型」の2種類あり、上表「整備手法」欄の「一体」「単
独」とは、それぞれ「一体型」「単独型」であることを意味する。


